































































































































































































































名古屋市からおよそ 30 ～ 40km の距離にある愛知
県岡崎市は，県の中央部，三河山地と岡崎平野の接点
にあり，三河高原の西端に位置している（図 3），愛
知県内 3 番目の面積（387.2 ㎢）をほこり，また県内
3 番目の人口規模（386,595 人，住民基本台帳 2017 年
12 月現在）をもった地方中核都市である。








































































































































































































全員で 63 名おり，そのうち約 50 名は公共施設の指定
管理係で，残りの約 10 名がまちづくりの仕事を行っ
ているという。
NPO 法人りた事務局への聞き取り調査（2017 年 9
月 3 日）によると，当該組織は 2015 年度から乙川の「か
わまちづくり」に参加しており，現在は岡崎市役所と
連携をとりながら，様々な社会実験を行っているとこ
ろである。2016 年度には夏季の約 2 ヶ月間にわたっ
て乙川の河川敷や水上を使い，「おとがワ！ンダーラ
ンド」と題された社会実験を行った。当該企画のプロ


































乙川来訪者に対するアンケート調査日は 2017 年 11
月 4 日（土）～ 5 日（日），11 日（土），19 日（日），




よって大きく異なり，特に 11 月 4 日（土）～ 5 日（日）
は岡崎市で毎年恒例の秋の市民まつりが開催されてい














名，23.8%）と 20 代（54 名，26.8%）のいわゆる若者
層が，全回答者の約半数を占める結果となった。この
























































































































なし」に分類した結果，全回答者の 6 割以上（129 名）
になんらかの回遊行動がみられた。これを年齢層別・























































































































































































































































































































































































































土交通省プレスリリース（2014 年 6 月 16 日付）（http://
www.mlit.go.jp/common/001043371.pdf）（最終閲覧日：2017









終閲覧日：2017 年 5 月 13 日）を参照。
5） 乙川「かわまちづくり」対象地区の範囲や地区内の区域分











年 12 月 29 日）を参照。
8） たとえば，2017 年のユーキャン新語・流行語大賞で「イ
ンスタ映え」という言葉が年間大賞に選ばれたように，現
在インターネット上で見た目が「映える」写真や動画を，
32 河川空間を活かしたまちづくり（加藤）
SNS で共有することが若者層に流行している。本アンケー
ト調査の自由記入欄でも，「インスタ映えする企画がほしい」
という 20代女性の意見がみられた。乙川河川敷や岡崎公園，
りぶら，QURUWA 周辺で写真や動画を共有したくなるよ
うな企画を開催することで，若者層の集客が見込まれるで
あろう。
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